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要旨 

 

 2023 年 10 月から我が国日本でもインボイス制度が開始した。インボイス制度は複数税

率の導入に伴い仕入れ税額控除を正確に計算するために取り入れられた。付加価値税に加

えて新たにインボイス制度を導入したのは諸外国を見ても日本が初である。制度導入の背

景には、消費税の課税事業者が、消費税の仕入税額控除を適切に受けるための仕組みが必要

だったこと、および益税問題の解消がある。インボイス制度の導入には準備段階から長い年

月が費やされた。その間に我が国でのインボイス制度についての取り扱いの変遷を日経新

聞記事から読み取っていきたい。 

今回の研究では 2011 年から 2024 年 11 月までの日経新聞記事において「インボイス制

度」に 1 度でも触れた記事をすべて抜き出し、テキストマイニングにかける。そして、イン

ボイス制度の実際の動きとの関連に対して対応分析を用いて考察することを目的としてい

る。分析の結果、導入前はインボイス制度についての説明や浸透率の低さの問題点の指摘を

主とする記事が多く、導入直前期・導入後は中小事業主の対応について述べられる記事が多

いことが分かった。今回は新聞記事だけをテキストとして採用したが、実際の口コミや利用

感のインタビューなどのテキストとの比較を行うことが課題と考えられる。 

  


